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柑橘 毅 (日本自動車研)･浅岡一雄 (京都大 ･霊長研)
近年､プラスチックの原料であるビスフェノールAやノニルフェノールにエストロジェン様
の作用があることが明らかにされ､環境汚染物質がホルモンとして作用することから｢環境ホル
モン問題｣として注目されている.魚類や両生類が環境汚染物質によってメス化した報告がある
が､サルにおける被害状況は明らかになっていない｡そこで､本研究ではサルの生活環境におけ
る土壌中のエス トロジェンとエス トロジェン様活性の測定を目的とした｡
土壌試料は京都大学霊長粁研究所と京都嵐山のサルが生活している場所で採取した.土壌試
料はふるいで小石､枯柴などを取り除き､乾燥させた｡乾燥後の土塀試料は高速溶媒抽出機でメ
タノール抽出した.抽出物は窒素気流下で溶媒を除去し､DMSOC土転溶したこ
今後､試料中のエストラジオールは市販のELISAキットで､エストロジェン活性は遺伝子
組み称え酵母を用いたレポータージーンアッセイで測定し､サルの生活環境における土壌中のエ
ストロジェンとエス トロジェン梯活性を明らかにする予定である｡
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